
16Rinya

国
土
の
2
割
、
森
林
の
3
割
を
占
め
る

国
有
林
野
は
、
国
民
生
活
に
と
っ
て
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
国
民
共
通
の
財
産
で

す
。国

有
林
野
事
業
に
お
い
て
は
、
昨
年
12

月
に
新
た
に
策
定
し
た
「
国
有
林
野
の
管

理
経
営
に
関
す
る
基
本
計
画
」
に
基
づ
い

て
、
今
年
度
、
次
の
よ
う
な
取
組
を
行
い
、

国
民
の
皆
様
の
豊
か
で
安
全
・
安
心
な
生

活
に
一
層
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

1
．
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
等
へ
の

　
　

貢
献

広
葉
樹
林
化
、
針
広
混
交
林
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
今
年
度
、
間
伐
約
13
万

h
a
（
前
年
度
は
約
11
万
h
a
）
を
目

標
に
森
林
整
備
を
積
極
的
に
実
施
し
、
地

球
温
暖
化
対
策
に
率
先
し
て
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
首
都
圏
に
所
在
す
る
国
有
林

に
お
い
て
、
今
年
度
、
花
粉
の
少
な
い
ス

ギ
苗
木
を
約
35
万
本（
前
年
度
の
約
4
倍
）

植
栽
す
る
な
ど
、
花
粉
発
生
源
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
を

通
し
て
、
豊
か
な
森
林
を
次
世
代
に
引
き

継
い
で
い
き
ま
す
。

2
．
生
物
多
様
性
の

　
　

保
全
に
向
け
た
取
組

多
様
で
健
全
な
森
林
の
整
備
・
保
全
を

推
進
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
生
物
多
様
性

の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
世
界
自
然
遺
産
を
は
じ
め
優
れ

た
自
然
環
境
を
有
す
る
森
林
の
保
全
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
年
度
は
奄
美
群
島
や

西
表
島
な
ど
で
保
護
林
の
新
規
設
定
・
拡

充
に
取
り
組
む
ほ
か
、
小
笠
原
諸
島
に
お

い
て
外
来
種
対
策
等
の
保
全
・
管
理
を
一

層
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林

業
や
森
林
生
態
系
へ
の
被
害
が
深
刻
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
よ
り
、
野
生

鳥
獣
と
地
域
住
民
と
の
共
生
を
可
能
と

す
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
奥
地
国
有
林

に
お
い
て
関
係
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携

し
、
野
生
鳥
獣
の
生
息
環
境
整
備
や
個
体

「
国
民
生
活
を
支
え
る

森
林
づ
く
り
」に
向
け
て

国有林野
事業の取組

平
成
21
年
度
国
有
林
野
事
業
主
要
取
組
事
項

列状間伐による効率的な森林整備（写真上）
民有林関係者を交えた低コスト・高効率な作業システムの検討（写真左）
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数
管
理
等
の
総
合
的
な
対
策
を
全
国
８
箇

所
で
開
始
し
ま
す
。

3
．
流
域
の
保
全
と
災
害
へ
の

　
　

迅
速
な
対
応

国
民
の
皆
様
の
安
全
と
安
心
の
確
保
に

向
け
、
山
地
災
害
に
よ
る
被
害
の
防
止
・

軽
減
に
努
め
ま
す
。
特
に
今
年
度
は
昨
年

6
月
の
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
復
旧
対

策
と
し
て
、
岩
手
県
、
宮
城
県
で
山
地
災

害
対
策
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
こ
の

一
環
と
し
て
、
宮
城
県
栗
原
市
に
お
い
て

民
有
林
直
轄
治
山
事
業
に
新
た
に
着
手
し

ま
す
。

ま
た
、
流
域
の
効
果
的
な
保
全
に
向
け

て
民
・
国
が
一
体
と
な
っ
て
全
体
計
画
を

策
定
す
る
「
特
定
流
域
総
合
治
山
事
業
」

を
今
年
度
は
全
国
27
箇
所
で
実
施
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
国

有
林
野
事
業
の
組
織
を
活
か
し
て
、
民
有

林
に
お
け
る
被
災
箇
所
の
調
査
等
へ
全
国

か
ら
技
術
者
を
派
遣
す
る
な
ど
の
支
援
を

迅
速
か
つ
円
滑
に
実
施
し
ま
す
。

4
．
国
有
林
野
の
特
性
を
活
か
し
た

　
　

木
材
の
安
定
供
給
へ
の
取
組

こ
れ
ま
で
主
と
し
て
外
材
を
利
用
し
て

き
た
大
口
需
要
者
に
対
し
て
、
木
材
を
安

定
的
に
供
給
す
る
「
シ
ス
テ
ム
販
売
」
を

通
じ
て
国
産
材
の
需
要
を
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
民
有
林
と
需
給
動
向
等
に
つ
い
て

情
報
交
換
を
行
い
、
民
・
国
が
連
携
し
て

地
域
材
や
国
産
材
の
安
定
的
か
つ
効
率
的

な
流
通
・
販
売
を
促
進
し
ま
す
。

特
に
、
昨
年
9
月
以
降
の
世
界
的
な
金

融
危
機
を
背
景
と
し
て
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
の

材
価
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
有

林
に
お
い
て
は
、
立
木
の
搬
出
期
限
を
延

長
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
第
1
四
半
期

に
お
け
る
市
場
流
通
材
の
抑
制
を
図
り
ま

す
。こ

の
他
、
貴
重
な
文
化
遺
産
の
修
復
や

伝
統
工
芸
等
を
通
じ
た
木
の
文
化
の
継
承

に
不
可
欠
な
銘
木
を
計
画
的
に
供
給
す
る

た
め
、
今
年
度
は
、「
木
の
文
化
を
支
え

る
森
づ
く
り
」
と
し
て
全
国
21
箇
所
目
と

な
る
「
平
泉
古
事
の
森
」
を
設
定
し
、
中

尊
寺
な
ど
の
歴
史
的
木
造
建
造
物
の
継
承

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

5
．
国
有
林
と
民
有
林
と
が

　
　

連
携
し
た
森
林
整
備
の
推
進

民
有
林
と
国
有
林
が
混
在
し
て
い
る

地
域
や
路
網
整
備
が
遅
れ
て
い
る
地
域
を

「
森
林
共
同
施
業
団
地
」
と
し
て
、
一
体

的
に
路
網
整
備
や
森
林
整
備
を
実
施
し
、

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
作
業
の

低
コ
ス
ト
化
や
安
定
供
給
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

ま
た
、
国
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、

路
網
と
高
性
能
林
業
機
械
を
組
み
合
わ
せ

た
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
な
作
業
シ
ス
テ
ム

の
民
有
林
へ
の
普
及
に
向
け
た
現
地
検
討

会
等
を
行
う
と
と
も
に
、
植
付
作
業
の
効

率
性
が
良
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
コ

ン
テ
ナ
苗
等
の
活
用
に
よ
る
低
コ
ス
ト
造

林
を
実
施
し
、
こ
れ
ら
の
技
術
の
民
有
林

へ
の
普
及
・
定
着
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
れ
ら
の
国
有
林
と
民
有
林
と
が
連
携

し
た
取
組
を
通
し
て
、
よ
り
効
率
的
な
森

林
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

6
．
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

　
　

森
林
の
利
用

こ
の
他
、
国
有
林
野
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
、
市
民
や
企
業
の
皆
様
の
森
林
づ
く

り
活
動
や
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
と
す
る

幅
広
い
方
々
に
森
林
環
境
教
育
の
機
会
を

提
供
す
る
な
ど
国
民
参
加
の
森
林
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。
特
に
、

今
年
度
か
ら
農
山
漁
村
に

お
け
る
体
験
活
動
と
も
協

調
し
て
、
全
国
13
箇
所
で

フ
ィ
ー
ル
ド
の
整
備
や
学

習
・
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
す
る
な
ど
、
森
林
環
境

教
育
の
一
層
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

岩手・宮城内陸地震により被害を受けた宮城県栗原市泊川地区

島根県八川地域森林共同施業団地


